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（１）一般入試 
① 志望学部・学科等 

国公立大学（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。）入学志願者は，一般入

試（個別学力検査）について，前期日程から１つ，後期日程から１つの合計２つの大学・学部に出願

することができます。なお，本学のみに出願する場合，前期日程と後期日程において学部・学科等の

組み合わせに制限はありません。 
（１）教育福祉科学部

志望できるコース・分野は，前期日程及び後期日程とも１つのみです。 
（２）経済学部

前期日程及び後期日程とも募集人員を一括して募集し，入学後に経済学科，経営システム学科

又は地域システム学科の専攻を決定します。 
（３）医学部

志望できる学科は，前期日程及び後期日程とも１つのみです。（ただし，医学部医学科は後期

日程は実施しません。） 
（４）工学部

（ア）志望できる学科は，前期日程及び後期日程とも第３志望まで認めます。ただし，福祉環境

工学科については，建築コースとメカトロニクスコースでコース別に募集します。したがっ

て，第１～第３志望を選択するときは，機械・エネルギーシステム工学科，電気電子工学科，

知能情報システム工学科，応用化学科，福祉環境工学科（建築コース），福祉環境工学科（メ

カトロニクスコース）の中から志望順に３つまでを選択することになります。また，第１志

望のみ又は第２志望まででもかまいません。 
（イ）前期日程において，第１志望の学科に必要な個別学力検査受験科目（理科）を受験してい

ない場合は，第１～第３志望とも判定の対象になりません。  
（ウ）前期日程において，第２志望以下での個別学力検査受験科目（理科）は，「物理基礎・物理」

「化学基礎・化学」のいずれでもかまいません。 
※公立大学協会ホームページ（http://www.kodaikyo.org/nyushi）参照 

 
② 出願資格 

平成 年度大学入学者選抜｢大学入試センター試験｣で本学が指定する教科・科目を受験した者で，次 
のいずれかに該当する者です。 
（１）高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）又は中等教育学校を卒業した者及び平成 年３月

卒業見込みの者 
（２）通常の課程による 年の学校教育を修了した者及び平成 年３月修了見込みの者 
（３）学校教育法施行規則第 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認められる者及び平成 年３月 日までにこれに該当する見込みの者 
なお，同条第７号により出願を希望する者は，事前に入学資格認定の審査を行いますので，学

生支援部入試課へ申し出てください。 
<参考>学校教育法施行規則第 条第７号 

大学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で， 歳に達したもの 
 

申 出 先 
〒870－1192 大分市大字旦野原 700 番地 

大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471 
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【注１】学校教育法第 条第２項による高校２年生からのいわゆる飛び入学については，本学で

は実施しません。 
【注２】出願資格のない者が受験しても合格とならないので注意してください。 

 

③ 選抜方法 
入学者の選抜は，大学入試センター試験，個別学力検査等及び調査書に基づいて総合判定します。 

（１）調査書について 
出身高等学校長等が作成したものとします。 

（２）過年度の大学入試センター試験成績の利用について 
本学では平成 年度の入学試験において，大学入試センター試験の前年度以前の成績は利用し

ません。 
（３）第１段階選抜について 

医学科及び看護学科において，入学志願者が著しく多い場合は，大学入試センター試験の成績（傾

斜後の得点）により，次のとおり第１段階選抜を行います。 
①前期日程 

医学科は募集人員の約３倍，看護学科は募集人員の約６倍までを合格者とし，その合格者に

対して個別学力検査等を実施します。 
②後期日程 

看護学科は募集人員の約７倍までを合格者とし，その合格者に対して個別学力検査等を実施

します。 
（４）同点者の取り扱いについて

教育福祉科学部

それぞれの入試区分において同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位

とします。 
医学部

【前期日程】 
・同点者がいる場合は，医学科は大学入試センター試験の数学Ⅰ・数学Ａ，（旧数学Ⅰ・旧

数学Ａ）の高得点者，大学入試センター試験の外国語の高得点者の順に高順位とします。

看護学科は大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 
【後期日程】 

・後期日程は，看護学科のみ実施します。 
・同点者がいる場合は，大学入試センター試験の高得点者を高順位とします。 
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④ 平成 年度入学者選抜の実施教科・科目等及び配点

教科・科目名の表記方法について

１ 大学入試センター試験の利用教科・科目名は，次のように略しています。  
・国語→国 
『国語』→「国」 

 
・地理歴史→地歴 

「世界史Ａ」→「世Ａ」,「世界史Ｂ」→「世Ｂ」,「日本史Ａ」→「日Ａ」, 
「日本史Ｂ」→「日Ｂ」,「地理Ａ」→「地理Ａ」,「地理Ｂ」→「地理Ｂ」 
※「同一名称のＡ・Ｂ出題科目」とは，「世界史Ａ」と「世界史Ｂ」，「日本史Ａ」と「日本史Ｂ」，「地

理Ａ」と「地理Ｂ」を指します。 
 

・公民→公民 
「現代社会」→「現社」,「倫理」→「倫」,「政治・経済」→「政経」, 
『倫理, 政治・経済』→「倫・政経」 
※「同一名称を含む出題科目」とは，「倫理」と『倫理，政治・経済』，「政治・経済」と『倫理，政

治・経済』を指します。 
 
・数学→数 

「数学Ⅰ」→「数Ⅰ」,『数学Ⅰ・数学Ａ』→「数Ⅰ・数Ａ」, 
「数学Ⅱ」→「数Ⅱ」,『数学Ⅱ・数学Ｂ』→「数Ⅱ・数Ｂ」, 
「工業数理基礎」→「工」,『簿記・会計』→「簿」,『情報関係基礎』→「情報」 
「旧数学Ⅰ」→「旧数Ⅰ」,『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』→「旧数Ⅰ・旧数Ａ」, 
『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』→「旧数Ⅱ・旧数Ｂ」 
 

・理科→理 
「物理基礎」→「物基」,「化学基礎」→「化基」,「生物基礎」→「生基」,「地学基礎」→「地基」, 
「物理」→「物」,「化学」→「化」,「生物」→「生」,「地学」→「地学」 
※「基礎を付した科目」とは，「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」を指します。 
※「基礎を付さない科目」とは，「物理」「化学」「生物」「地学」を指します。  
※「同一名称を含む出題科目」とは，「物理基礎」と「物理」，「化学基礎」と「化学」，「生物基

礎」と「生物」，「地学基礎」と「地学」を指します。 
「理科総合Ａ」→「理総Ａ」，「理科総合Ｂ」→「理総Ｂ」 
「物理Ⅰ」→「物Ⅰ」,「化学Ⅰ」→「化Ⅰ」,「生物Ⅰ」→「生Ⅰ」,「地学Ⅰ」→「地学Ⅰ」 
 

・外国語→外 
『英語』→「英」,『ドイツ語』→「独」,『フランス語』→「仏」,『中国語』→ 「中」, 
『韓国語』→「韓」 

 
(注) 『 』内記載のものは, ２つの科目を総合したもの又は２つ以上の科目に共通する内容を 
盛り込んだ出題科目です｡ 

 
２ 個別学力検査の出題教科・科目名は，上記１によるほか次のように略しています。  

・「数学Ａ」→「数Ａ」,「数学Ｂ」→「数Ｂ」，「数学Ⅲ」→「数Ⅲ」 
・「英語Ⅰ」→「英Ⅰ」,「英語Ⅱ」→「英Ⅱ」 
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⑤ 一般入試における実技検査の内容（教育福祉科学部） 
（１）前期日程実技検査の内容 

（表現力，音楽的能力，造形力，運動能力など当該課程・コース・分野に関わる資質を評価し

ます。） 
課程等 検査項目及び検査の内容 検査当日持参するもの 

学

校

教

育

課

程 

教

科

教

育

コ

ー

ス 

音 

楽  

◎全項目必須です。 
 
１．コールユーブンゲン

コールユーブンゲン第１巻， ～ 原書番号 の中から１曲を検 
査当日指定します。固定ド唱法，移動ド唱法のいずれかで歌ってくだ

さい。 
 
２．声楽

次の歌曲の中から１曲を選び，暗譜，原語で歌ってください。 
（歌う曲の作曲者・曲名は所定の曲目調査票に記入の上，入学志願書

とともに提出してください。なお，移調を希望する場合は，曲目調査

票の当該欄に○を付け，伴奏譜を入学志願書とともに提出してくださ

い。伴奏者は本学が用意します。） 
 
 

３．器楽（ピアノ）

ハイドン，モーツァルト，ベートーヴェンのピアノソナタの中から

１曲を選び，第１楽章又は終楽章（ただし，緩徐な楽章は除きます。）

を暗譜，繰り返しなしで演奏してください。 
（演奏する曲の作曲者・曲名・楽章等は，所定の曲目調査票に記入の

上，入学志願書とともに提出してください。） 

＊ Nel cor più non mi sento パイズィエッロ 作曲 ヘ長調 
＊ Caro mio ben ジョルダーニ 作曲 変ホ長調 
＊ Intorno all’idol mio チェスティ 作曲 ホ短調 
＊ 叱られて 弘田 竜太郎 作曲 変イ長調 
    

 

美

術 

Ｂ３画用紙に鉛筆によるデッサンを行います。モチーフは当日指定

します。 鉛筆 消しゴム 練りゴム 

保

健

体

育 

１．基礎的運動能力（短距離走，立ち幅とび，反復横とび， ｍシャ

トルラン） 
２．身体及び用具操作の基礎的能力 

運動服 
屋内用スポーツシューズ 
屋外用スポーツシューズ 

（スパイク不可） 
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 課程等 検査項目及び検査の内容 検査当日持参するもの 

情 
 
 
報 
 
 
社 
 
 
会 
 
 
文 
 
 
化 
 
 
課 
 
 
程 

総

合

表

現

コ

ー

ス 

次のＡからＣの中から１項目を選択してください。  

Ａ．身体表現：与えられた課題に基づいて，５分程度の身体による作品を 
創作し，演技してください。創作時間は昼食を挟んで約３ 
時間です。 

表現に適した服装。 
床面の都合でトウシ

ューズは使用できま

せん。 

Ｂ．美術表現：鉛筆により木炭紙大の用紙に描写を行います。検査時間は 
昼休みを挟んで 時から 時までの約５時間です。 

鉛筆描写に必要な用具 
（カルトンと用紙は本

学が準備します。） 

Ｃ．音楽表現：次の２つの検査を行います。 
１．コールユーブンゲン 

コールユーブンゲン第１巻， ～ （原書番号）の中から１曲 
を検査当日指定します。固定ド唱法，移動ド唱法のいずれかで歌って 
ください。  

 
２．音楽による自己表現 
演奏の場合は，任意の楽曲を１曲選び，暗譜で演奏してください。

演奏手段は，声楽，ピアノのいずれかです。作曲の場合は，自作品を

１曲以上提出し，試験日当日にその作品について説明してください。 
 
※ 演奏の場合は，本学所定の曲目調査票に演奏曲目等を記入し，入 
学志願書とともに提出してください。 

※ 声楽の場合は，志願者氏名を明記したピアノ伴奏譜を，入学志願 
書，曲目調査票とともに提出してください（伴奏者は本学が用意し 
ます）。 

※ 作曲の場合は，自作品を入学志願書とともに提出してください。 
作品の提出は原則として楽譜（コピー楽譜可）によるものとします 
が，楽譜ではなく録音・映像等によって記録された作品である場合 
（たとえばコンピュータ音楽など）は，ＣＤやＤＶＤなどのメディ 
アを提出してください。 

なお，ＣＤは一般の日本製ＣＤプレイヤーで再生可能な録音形

式，ＤＶＤは一般の日本製プレイヤーで再生可能なビデオ形式にし

てください（ＤＶＤの場合，必ずファイナライズ処理を行ってくだ

さい）。 

 

  

人
間
福
祉
科
学
課
程 

 (

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野) 

心
理
健
康
福
祉
コ
ー
ス 

与えられた運動課題を遂行する基礎的能力の検査を行います。 
運動服  
屋内用スポーツシューズ  
 

【注１】 実技検査で昼食が必要な場合には，検査時間中に昼食時間帯を設けますので，検査場に昼食を持参して

ください。 
【注２】 実技検査等の内容に関する問い合わせについては，出題に抵触する場合がありますので，この内容以外

のことはお答えできません。 
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（２）後期日程実技検査の内容 
（表現力，音楽的能力，造形力，運動能力など当該課程・コース・分野に関わる資質を評価しま

す。） 
課程等 検 査 の 内 容 検査当日持参するもの 

情 
 
 
報 
 
 
社 
 
 
会 
 
 
文 
 
 
化 
 
 
課 
 
 
程 

総

合

表

現

コ

ー

ス 

検査室内の約５ｍ×５ｍ，天井までの高さ約３ｍの空間で，自由な方法

やテーマでの自己表現を行います。

（１）検査方法について

・検査は検査室に１人ずつ入室して行います。

・入室してから表現を完了し，退室するまでの検査時間は８分以内です。

・自分や他人に対して危険なことや器物を損壊するようなこと，その他

きわめて非常識と思われることは禁止します。

・あらかじめ制作，創作した作品を発表してもかまいません。

・表現に使用する用具や材料は各自で準備し，持参してください。

（２）検査室について

・交流 ， の電源を使用することができます。

・検査室にはピアノがあり，それを使用することができます。

・検査室には土足で入室できませんが，自分の表現に適した上履きを用

いてもかまいません。

・録音した音楽や音などを使用する場合は各自再生器材を持参してくだ

さい。

（３）その他

・検査室には，机・椅子がありますが，これらを自己表現の素材として

使用することはできません。

ピアノ以外の表現に

使用する用具や素材

は各自持参してくだ

さい。

  
人
間
福
祉
科
学
課
程 

 (

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野) 

心
理
健
康
福
祉
コ
ー
ス 

与えられた運動課題を遂行する基礎的能力の検査を行います。
運動服  
屋内用スポーツシューズ  
 

【注１】 実技検査の内容に関する問い合わせについては，出題に抵触する場合がありますので，この内容以外 
のことはお答えできません。 

【注２】 総合表現コースの実技検査内容は，前期日程と後期日程では異なっていますので，十分注意してく

ださい。 
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（２）推薦入試

① 推薦要件
次の各号に該当する者で，高等学校長，中等教育学校長，特別支援学校長及び日本の高等学校と同等の課程を

有するとして文部科学大臣が認定している在外教育施設等の長が責任をもって推薦できる者

１ 高等学校，中等教育学校，特別支援学校の高等部及び日本の高等学校と同等の課程を有するとして文部

科学大臣が認定している在外教育施設等（以下「高等学校等」という。）を平成 年３月卒業見込みの者

（外国の高等学校に留学のため，平成 年４月１日以降学年の途中において卒業と認められた者を含む。）

２ 合格した場合は，入学することを確約できる者

３ 次表（推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表）の各学部・課程・学科・コース等の掲げる推薦要

件を満たす者

② 入学者選抜方法等
大学入試センター試験を免除し，次表の検査項目及び調査書，志望理由書，推薦書，スポーツ等に関する調査

書（教育福祉科学部学校教育課程教科教育コース保健体育選修のみ）に基づいて総合判定します。 
 
推薦入試募集人員・推薦要件・検査項目一覧表

学
部 課程・学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

教

育

福

祉

科

学

部 

学

校

教

育

課

程 

特別支援教育コース   ５ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本コースの学習に熱意

を有する者  

小論文

面 接

教 科 教 育 
コ ー ス 

音楽選修  ２ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

小論文

実 技

面 接

美術選修  ２ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

実 技

面 接

作品審査

保健体育

選 修  ２ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

小論文

面 接

技術選修 

普通 
推薦 

２ 
【注１】

各高等学校等

から２名以内

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

小論文

面 接

工業 
推薦 

２ 
【注１】

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
 (2) 高等学校等の工業に関する学科・課程又は

総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合学科

を卒業見込みの者については，工業に関する

教科・科目を 単位以上修得した（見込みを

含む。）者 
 (3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

家 庭 科 
選 修  ３ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本選修への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本選修の学習に熱意を

有する者 

小論文

面 接

小 計 
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学
部 課程・学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

教

育

福

祉

科

学

部 

情

報

社

会

文

化

課

程

 

社 会 文 化 コ ー ス  ５ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本コースの学習に熱意
を有する者  

小論文

面 接

情 報 教 育 コ ー ス  ５ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本コースの学習に熱意
を有する者 

小論文

面 接

総 合 表 現 コ ー ス  ５ 制限なし

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本コースの学習に熱意
を有する者 

小論文
面 接
実 技
美術表

現 は 作
品審査

小 計 

人

間

福

祉

科

学

課

程 

社 会 福 祉 コ ー ス 

普通 
推薦 ５ 

各高等学校等

から２名以内

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，社会福祉に強い関心と
実践的な意欲を有する者 

小論文

面 接

福祉 
推薦 １ 

(1) 本コースへの専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の福祉に関する学科・課程又は
その他の学科を卒業見込みの者。ただし，次
のいずれかに該当する者 ① 文部科学省が
指定する「福祉系高等学校等」「特例高等学校
等」において「教科福祉」に含まれる科目をす
べて履修し卒業見込みの者（＝介護福祉士受
験資格を取得見込みの者），② ①以外の高等
学校で福祉関係のコースや課程，系列におい
て，当該高等学校が設置する科目を履修して
「介護職員基礎研修」「介護職員初任者研修」
を修了し，もしくは「訪問介護員１級」あるい
は「訪問介護員２級」の資格を取得し卒業見
込みの者 

(3) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，かつ，社会福祉に強い関心と
実践的な意欲を有する者 

心 理 健 康 
福祉コース 

心理分野  ５ 各高等学校等

から１名

(1) 本分野への専攻の意志が強い者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本分野の学習に熱意を
有する者 

小論文

面 接

スポーツ・ 
健康分野  ３ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本分野への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 人物的に優れ，かつ，本分野の学習に熱意を
有する者 

小論文

面 接

実 技

生 活 環 境 
福祉コース 

生活分野  ２ 制限なし

(1) 本分野への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において，「家庭基礎」「家庭総
合」「生活技術」などの普通教育に関する科目
を除く，「消費生活」「発達と保育」「家庭看護・
福祉」「リビングデザイン」「服飾文化」「フー
ドデザイン」などの家庭に関する専門科目を

単位以上修得した（見込みを含む。）者 
(4) 人物的に優れ，かつ，本分野の学習に熱意を
有する者 

小論文

面 接

環境分野  ２ 各高等学校等

から２名以内

(1) 本分野への専攻の意志が強い者 
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3）人物的に優れ，かつ，本分野の学習に熱意

を有する者 

小論文

面 接

小 計 

計 
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学
部 課程・学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

経

済

学

部 

経 済 学 科 
経 営 シ ス テ ム 学 科 
地 域 シ ス テ ム 学 科 

【注２】 

普通 
推薦 

各高等学校等

から４名以内

(1) 高等学校等の普通科又はその他の学科で本

学が普通科に準ずると認める学科・課程（い

わゆる職業教育を主とする学科以外の学科）

を卒業見込みの者 
(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 校内外を問わず自主的勉学ないし活動にお

いて特に優れた成果をあげている者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

小論文

面 接

商業 
推薦 制限なし

(1) 高等学校等の商業に関する学科・課程又は

その他の学科を卒業見込みの者。ただし，商

業に関する学科・課程以外を卒業見込みの者

については，商業に関する教科・科目を 単

位以上修得した（見込みを含む。）者 
(2) 高等学校等の最終年次における成績が上

位 ％以内の者 
(3) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

面 接

小論文

計 

医

学

部 

看 護 学 科  各高等学校等

から２名以内

(1) 高等学校等における学習成績が優秀で，調

査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
※Ⓐに該当する者については，調査書にⒶと

表示してください。 
(2) 看護職者あるいは看護学研究者として活躍

しようとする，はっきりした目的意識を持ち，

他者への思いやりと共感，生涯学習への意志

と体力を持った者 

小論文

面 接

計 

工

学

部 

機 械 ・ エ ネ ル ギ ー 
シ ス テ ム 工 学 科 

Ａ推薦 ９ 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て４名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 高等学校等において「物理」を履修している

者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ３ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の機械又は電気に関する学科・

課程又は総合学科を卒業見込みの者。ただし，

総合学科を卒業見込みの者については，工業

に関する教科・科目を 単位以上修得した

（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
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学
部 課程・学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

工

学

部 

電 気 電 子 工 学 科 

Ａ推薦 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て３名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者，又は特

に物理が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」を履修している

者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ３ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の電気又は電子に関する学科・

課程又は総合学科を卒業見込みの者。ただ

し，総合学科を卒業見込みの者については，

工業に関する教科・科目を 単位以上修得

した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者，又は特

に物理が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

知能情報システム工学科 

Ａ推薦 

各高等学校等

からＡ推薦，

Ｂ推薦合わせ

て３名以内

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ５ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の情報又は計算機に関する工業

系の学科・課程又は総合学科を卒業見込みの

者。ただし，総合学科を卒業見込みの者につ

いては，情報又は計算機に関する科目を８単

位以上を含む工業に関する教科・科目を

単位以上修得した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

応 用 化 学 科 

Ａ推薦 

制限なし

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 ２ 

(1) 本学科への専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の化学に関する学科・課程又は

総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合学

科を卒業見込みの者については，工業に関す

る教科・科目を 単位以上修得した（見込み

を含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
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学
部 課程・学科・コース等 推薦 

区分 
募集 
人員 推薦人員 推薦要件 検査 

項目 

工

学

部 

福祉環境工学科 
【注３】 

建
築
コ
ー
ス 

Ｂ推薦 
【注４】 ５ 制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の建築系又は土木系の学科・課

程又は総合学科を卒業見込みの者。ただし，

総合学科を卒業見込みの者については，建築

又は土木に関する教科・科目を 単位以上

修得した（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀で，調査書の

学習成績概評がＡ段階に属する者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー
ス 

Ａ推薦 ６ 

制限なし

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(3) 高等学校等において「物理」又は「化学」を

履修している者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 

基礎能力試験

面 接

Ｂ推薦 
【注４】 ２ 

(1) 本学科・コースへの専攻の意志が強い者  
(2) 高等学校等の機械系，電気系の学科・課程又

は総合学科を卒業見込みの者。ただし，総合

学科を卒業見込みの者については，機械，電

気に関する教科・科目を 単位以上修得した

（見込みを含む。）者 
(3) 高等学校等の学習成績が優秀な者 
(4) 人物的に優れ，本学においても優秀な成績

を修め得ると判断される者 
計 

合 計 

【注１】教育福祉科学部教科教育コース技術選修の合格者がそれぞれの募集人員に達しない場合には，合計４名を募集人員として

選抜します。 
【注２】経済学部は，入学後に所属学科を決定します。 
【注３】工学部福祉環境工学科には建築コース（入学定員 名）とメカトロニクスコース（入学定員 名）の２コースがありま

す。推薦入試の合格者は，入学後は志願時に希望したコースに所属して学びます。 
【注４】工学部福祉環境工学科のＢ推薦において，出身学校の課程・学科，履修科目と希望コースが整合しているかどうかが疑問

の場合は，事前に入試課へ申し出てください。 
 
③ 出願期間

平成 年 月４日（火）～７日（金）

④ 選抜期日
平成 年 月 日（土）

⑤ 合格者発表
平成 年 月５日（金）
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⑥ 推薦入試における実技検査の内容（教育福祉科学部） 
表現力，音楽的能力，造形力，運動能力など当該課程・コース・選修・分野に関わる資質を評価します。 
 課程等 検査項目及び検査の内容 

学 
 
 
 
校 
 
 
 
教 
 
 
 
育 
 
 
 
課 
 
 
 
程 

教

科

教

育

コ

ー

ス 

音

楽

選

修 

実

技 

 
１．基礎検査（全員必須） 

コールユーブンゲン第１巻， 〜 （原書番号）の中から１曲を検査当日指定します。    
固定ド唱法，移動ド唱法のいずれかで歌ってください。 

 
２．音楽表現の審査 

ピアノ，声楽，作曲のいずれかを選択してください。 
○ピアノ 

ハイドン，モーツァルト，ベートーヴェンのピアノソナタの中から１曲を選び，第１楽

章又は終楽章（ただし，緩徐な楽章は除きます。）を暗譜，繰り返しなしで演奏してくださ

い。 
（演奏する曲の作曲者・曲名・楽章等は，所定の曲目調査票に記入の上，入学志願書とと

もに提出してください。） 
○声楽 

次の歌曲の中から１曲を選び，暗譜，原語で歌ってください。 
（歌う曲の作曲者･曲名は所定の曲目調査票に記入の上，入学志願書とともに提出してく

ださい。なお，移調を希望する場合は，曲目調査票の当該欄に○を付け，伴奏譜を入学志

願書とともに提出してください。伴奏者は本学が用意します。） 
 

 ＊ Tu lo sai G.トレッリ 作曲 ホ長調  
 ＊ Se Florindo è fedele A.スカルラッティ 作曲 変イ長調  
 ＊ Già il sole dal Gange A.スカルラッティ 作曲 変イ長調  
 ＊ 早春賦 中田 章 作曲 ヘ長調  
  （注：試験当日の前奏は，歌が始まる４小節前からとします。） 
〇作曲 
  (1) 出願時に自作品の楽譜（形式，編成は自由。楽譜はコピーでも可。）を１曲以上，入学

志願書とともに提出してください。 
（提出する作品の曲名を所定の曲目調査票に記入の上，入学志願書とともに提出してくだ

さい）。 
(2) 検査当日，提示されたモチーフに基づくピアノ曲（形式，長さは自由）の作曲をしてく

ださい。（所要時間 分） 

美

術

選

修 

実

技

等 

 
１．簡単な実技検査：Ｂ３画用紙に鉛筆によるデッサンを行います。 

モチーフは当日指定します。 
※鉛筆，消しゴムと練りゴムを持参してください。 

２．本人持参の作品審査（作品に関する簡単な質疑応答があります。） 
・持参（審査）する作品数は２点。その他参考資料として，審査対象以外の作品の写真を

持参してもかまいません。 
・提出作品のジャンル，形式は問いません。１点の作品の大きさは，高さ ㎝×幅

㎝×奥行 ㎝の範囲とします。（例：デッサン，水彩画，油彩画，版画，彫刻，立体造

形，デザイン，陶芸，木工，ビデオ，写真，インスタレーション等） 
※本学所定の作品証明書を添付してください。 
※提出作品の運搬を配送業者に依頼する場合は，あらかじめ入試課に連絡してください。 
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 課程等 検査項目及び検査の内容 検査当日持参するもの 

情 
 
 
報 
 
 
社 
 
 
会 
 
 
文 
 
 
化 
 
 
課 
 
 
程 

総

合

表

現

コ

ー

ス 

実 
 
 
 
 
技 
 
 
 
 
等 

 次のＡからＣの中から１項目を選択してください。  
Ａ．身体表現：与えられた課題に基づいて，５分程度の身体による 

  作品を創作し，演技してください。 
表現に適した服装。 
床面の都合でトウシュ

ーズは使用できません。 
Ｂ．美術表現：本人持参の作品審査 

 （作品に関する簡単な質疑応答があります。） 
・持参（審査）する作品は２点。その他参考資料として，

審査対象以外の作品の写真を持参してもかまいませ
ん。 

・提出作品の大きさ，ジャンル，形式は問いません。 
 （例：デッサン，陶芸，木工，ビデオ，写真，インス

タレーション等） 
     ※本学所定の作品証明書を添付してください。 

※提出作品の運搬を配送業者に依頼する場合は，あら
かじめ入試課に連絡してください。 

 

Ｃ．音楽表現：次の３つの検査を行います。 
１．新曲視唱 

出題された旋律を，固定ド唱法，移動ド唱法のいずれかで歌っ 
てください。 

２．即興演奏 
与えられたテーマによって1分間程度の即興演奏をしてくださ 

い。演奏手段は任意に選んでかまいません。 
３．音楽による自己表現 

演奏の場合は，任意の楽曲を１曲選び，暗譜で演奏してくださ
い。演奏手段は，声楽，ピアノのいずれかです。作曲の場合は，
出願時に自作品（形式，編成は自由）を１曲以上提出し，試験当
日にその作品について説明してください。 
※演奏の場合は，本学所定の曲目調査票に演奏曲目等を記入 
し，入学志願書とともに提出してください。 

※声楽の場合は，志願者氏名を明記したピアノ伴奏譜を，入学
志願書，曲目調査票とともに提出してください。（伴奏者は
本学が用意します。） 

※作曲の場合は，自作品を入学志願書とともに提出してくださ
い。作品の提出は原則として楽譜（コピー楽譜可）によるも
のとしますが，楽譜ではなく録音・映像等によって記録され
た作品である場合（たとえばコンピュータ音楽など）は，Ｃ
ＤやＤＶＤなどのメディアを提出してください。なお，ＣＤ
は一般の日本製ＣＤプレイヤーで再生可能な録音形式，ＤＶ
Ｄは一般の日本製ＤＶＤプレイヤーで再生可能なビデオ形
式にしてください（ＤＶＤの場合，必ずファイナライズ処理
を行ってください）。提出物には志願者氏名を明記してくだ
さい。 

即興演奏でピアノ以

外の楽器を使用する

場合は各自持参して

ください。 

  

人
間
福
祉
科
学
課
程 

 (

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
分
野) 

心
理
健
康
福
祉
コ
ー
ス 

実 
 
 
技 

与えられた運動課題を遂行する基礎的能力の検査を行います。 
 運動服 
 
 屋内用スポーツシューズ 

【注１】実技検査で昼食が必要な場合には，検査時間中に昼食時間帯を設けますので，検査場に昼食を持参して

ください。 
【注２】実技検査等の内容に関する問い合わせについては，出題に抵触する場合がありますので，この内容以外

のことはお答えできません。 
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（４）帰国子女入試 

実施学部

学科等名

教育福祉科学部 経済学部 工学部

情報社会文化課程

社 会 文 化 コ ー ス

情 報 教 育 コ ー ス

総 合 表 現 コ ー ス

人間福祉科学課程

社 会 福 祉 コ ー ス

心理健康福祉コース

〈心理分野，スポーツ・健康分野〉

経 済 学 科

経営システム学科

地域システム学科

機械・エネルギー

システム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科【注】

募集人員 若干名（定員内） 若干名（定員内） 若干名（定員内）

〔出願資格〕

日本の国籍を有する者及び日本国の永住許可を得ている者であって，保護者の海外勤務等やむを得ない

事情により海外に移住し，次のいずれかに該当する者です。

１．外国の正規の学校教育における 年の課程（日本における通常の課程による学校教育期間を含みま

す。）を 年４月１日から 年３月 日までに卒業（修了）した者及び卒業（修了）見込みの者で，

外国において最終の学年を含め２年以上継続して正規の学校教育を受けているもの

ただし，外国に設置されたものであっても，日本の学校教育法に準拠した教育を行っている学校に

在学して教育を受けた期間は，外国において学校教育を受けた期間とはみなしません。

２．外国及び国内において，スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカ

ロレア資格証書を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

３．外国及び国内において，ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビ

トゥア資格を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

４．外国及び国内において，フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資

格を 年又は 年に授与された者で， 年４月１日現在満 歳に達しているもの

選抜方法 等

教育福祉科学部 経済学部 工 学 部
大学入試センター試

験及び個別学力検査を

免除し，小論文，面接

及び提出書類を総合し

て選考します。ただし，

情報社会文化課程総合

表現コースの志願者に

は，面接に代えて実技

検査を課します。 

大学入試セン

ター試験及び個

別学力検査を免

除し，小論文，

面接及び提出書

類を総合して選

考します。 

大学入試センター試験を免除し，学力検査，

面接及び提出書類を総合して選考します。 
学力検査は下記のとおりです。 

学科 
 
 
教科等 

・機械・エネ 
ルギーシス 
テム工学科 

・電気電子工 
学科 

・知能情報システ 
ム工学科 

・応用化学科 
・福祉環境工学科 

理 科 ｢物理基礎・物

理｣ 

｢物理基礎・物理｣ 
又は 
｢化学基礎・化学｣

から１科目 
英 語 「リーディング・ライティング」 

数 学 

「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ」 
※数学Ａの出題範囲：場合の数と確率，

図形の性質 
※数学 B の出題範囲：数列，ベクトル 

出 願 期 間 年 １ 月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 年 ２ 月 ６ 日（金）

合格者発表日 年 ２ 月 日（月）

【注】工学部福祉環境工学科には，建築コースとメカトロニクスコースの２コースがあります。 
  合格者は，志願時に希望したコースに所属して学びます。 
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（５）中国引揚者等子女入試 
 

実施学部 
課程等名 

教育福祉科学部 

 
 学校教育課程 

 発達教育コース【注】 
 〈教育学，教育心理学，幼年教育選修〉 
 特別支援教育コース 
 教科教育コース【注】 

 〈国語，社会，数学，理科，音楽，美術， 
 保健体育，技術，家庭科，英語選修〉 

 情報社会文化課程 
 社会文化コース 
 情報教育コース 
 総合表現コース 

 人間福祉科学課程 
 社会福祉コース 
 心理健康福祉コース 

 〈心理分野，スポーツ・健康分野〉 
 生活環境福祉コース 
〈生活分野，環境分野〉 

 

募集人員   若干名（定員内） 

 
〔出願資格〕 

日本国籍を有する者及び日本国の永住許可を得ている者，その他これに準ずる者であって，保護者が

引揚者であり，日本国へ引揚げ後，原則として９年以下である者のうち，学校教育法第 90 条の規定に

より大学の入学資格を有する者又は大学入学の前までに入学資格を有することとなる見込みの者です。 
 
※ 中国引揚者等子女とは，保護者（父と母，又は父母のいずれか，あるいは祖父母等）が引揚者である

者をいいます。また，引揚者とは，終戦前（ 年９月２日以前をいう）から引続き外国に居住してい

た者（当該者を親として終戦後外国において出生した者を含む。）で，終戦後はじめて永住の目的をも

って帰国した者をいいます。 
 

選 抜 方 法 等

大学入試センター試験及び個別学力検査を免除し，小論文，面接及び提出書類を総合

して選考します。 
ただし，学校教育課程教科教育コースの音楽，美術，保健体育選修及び情報社会文化

課程総合表現コースの志願者には，面接に代えて実技検査を課します。

出 願 期 間 年 １ 月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 年 ２ 月 ６ 日（金）

合格者発表日 年 ２ 月 日（月）

【注】発達教育コース，教科教育コースの各選修への振り分けは，本人の希望と１年生前学期における成績を

もとに，１年生後学期から各選修への所属を決定します。 
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（６）社会人入試 

〔教育福祉科学部，経済学部〕 〔社会人入試〕 

実施学部 
学科等名 

教育福祉科学部 経済学部 

情報社会文化課程 
社 会 文 化 コ ー ス【注】 
情 報 教 育 コ ー ス 
総 合 表 現 コ ー ス 

人間福祉科学課程 
社 会 福 祉 コ ー ス 
心理健康福祉コース 

〈心理分野，スポーツ・健康分野〉 

 
経 済 学 科 

 
経営システム学科 

 
地域システム学科 

 

募集人員   若干名（定員内） 若干名（定員内） 

〔出願資格〕 
平成 年４月１日現在で，下記１～３に示すいずれかの基礎資格取得後，社会人経験を５年以上有する満

歳以上の者です。 
なお，社会人経験には，家事従事期間及び定職を持ち定時制，夜間又は通信制の学校（大学を含む。）に

在学した期間が含まれます。 
 

１．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 
２．通常の課程による 年の学校教育を修了した者 
３．学校教育法施行規則第 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め  

られる者 

選 抜 方 法 等 

教育福祉科学部 経 済 学 部 

大学入試センター試験及び個別学力検査

を免除し，小論文，面接及び提出書類を総合

して選考します。 
ただし，情報社会文化課程総合表現コース

の志願者には，面接に代えて実技検査を課し

ます。 

大学入試センター試験及び個別学力検査

を免除し，小論文，面接及び提出書類を総

合して選考します。  

出 願 期 間 平成 年 １ 月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 平成 年 ２ 月 ６ 日（金）

合 格 者 発 表 日 平成 年 ２ 月 日（月）

【注】教育福祉科学部情報社会文化課程社会文化コースを志望する者で英検の資格や TOEIC スコア等を有す 
る者は，面接の参考資料としますので，資格証明書等の写しを入学志願書とともに提出してください。 
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〔医学部〕 〔社会人入試〕 
実 施 学 部 
学 科 名 医学部看護学科 

募集人員 若干名（定員内） 

〔出願資格〕 
次の各号のいずれかに該当する者のうち，平成 年４月１日現在，社会人経験４年以上を有する年齢

歳以上の者で，合格した場合は，入学することを確約できるもの 
なお，社会人経験には，家事従事期間及び定職を持ち定時制又は通信制の高等学校に在学した期間を含み

ます。 
 

１．高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 
２．通常の課程による 年の学校教育を修了した者 
３．学校教育法施行規則第 条（第６号を除く。）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者 

選 抜 方 法 等 大学入試センター試験を免除し，出願書類，小論文及び面接を総合評価の上，合格者を

決定します。 

出 願 期 間 平成 年 ７ 月 日（火）～ 日（金）

選 抜 期 日 平成 年 ８ 月 日（火）

合 格 者 発 表 日  平成 年 ９ 月 ９ 日（火）
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（７）私費外国人留学生入試 

実
施
学
部
学
科
等
名 

教育福祉科学部 経済学部 工学部 
 
 学校教育課程 

 発達教育コース【注１】 
〈教育学，教育心理学，幼年教育選修〉 
 特別支援教育コース 
 教科教育コース【注１】 

  〈国語，社会，数学，理科，音楽，美術， 
    保健体育，技術，家庭科，英語選修〉 
 情報社会文化課程 

 社会文化コース 
 情報教育コース 
 総合表現コース 

 人間福祉科学課程 
 社会福祉コース 
 心理健康福祉コース 

  〈心理分野，スポーツ・健康分野〉 
 生活環境福祉コース 
〈生活分野，環境分野〉 

 

経 済 学 科 
 

経営システム学科 
 

地域システム学科 

機械・エネルギー 
システム工学科 

 
電気電子工学科 
 
知能情報システム工学科 
 
応用化学科 
 
福祉環境工学科【注２】 

募集人員 若干名（定員内） 若干名（定員内） 若干名（定員内） 
 
〔出願資格〕 

下記１及び２をすべて満たしていること。 
 

１．日本国籍を有しない者で，外国において学校教育における 年の課程を修了した者及び 年３

月 日までに修了見込みの者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 
２．独立行政法人日本学生支援機構が実施する｢日本留学試験｣（ 年度の第１回，第２回又は

年度の第１回，第２回の成績の利用を可とするが，複数回受験した者は，出願時にいずれかを指定

すること）を受験し，学部ごとに下記の要件を満たしている者 
 
（教育福祉科学部） 

次頁の教育福祉科学部のコース・分野で課せられている全試験科目を受験し，日本語の「聴解・

聴読解」，「読解」の総得点及び記述の得点が共に５割以上であること。 
 

（経済学部） 
次頁の経済学部で課せられている全試験科目を受験し，日本語の「聴解・聴読解」，「読解」の総

得点が 点以上であること，及び総合科目と数学の得点の合計が 点以上であること。 
 
（工学部） 

次頁の工学部で課せられている全試験科目を受験し，日本語の「聴解・聴読解」，「読解」，「記述」

の総得点が５割以上であること。 
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日本留学試験で課す科目について

学
部 課程・学科等 利用科目 数学の選択 理科の選択 出題言語 

教 
育 
福 
祉 
科 
学 
部 

 学校教育課程 
 発達教育コース【注１】 
〈教育学，教育心理学，幼年教育選修〉 
 特別支援教育コース 
 教科教育コース【注１】 

  〈国語，社会，音楽，美術，保健体育， 
家庭科，英語選修〉 

 情報社会文化課程 
 社会文化コース 
 総合表現コース 

 人間福祉科学課程 
 社会福祉コース 
 心理健康福祉コース 

  〈心理分野，スポーツ・健康分野〉 
 生活環境福祉コース〈生活分野〉 

日 本 語 
総合科目 
数  学 

コース１ 
（文系） （該当なし） 日本語 

 学校教育課程 
 教科教育コース【注１】 
〈数学，理科，技術選修〉 

 情報社会文化課程 
 情報教育コース 

 人間福祉科学課程 
 生活環境福祉コース〈環境分野〉 

日 本 語 
理 科 
数 学 

コース２ 
（理系） 

物理  
化学  
生物  

日本語 

経 
済 
学 
部 

経 済 学 科 
経営システム学科 
地域システム学科 

日 本 語 
総合科目 
数 学 

コース１ 
（文系） （該当なし） 

日本語 
又は 

英 語 

工 
学 
部 

機械・エネルギーシステム工学科 
電気電子工学科 
知能情報システム工学科 
応用化学科 

 福祉環境工学科【注２】 

日 本 語 
理 科 
数 学 

コース２ 
（理系） 

物理  
化学  
生物  

日本語 
又は 

英 語 

  
 
出 願 期 間 年 １ 月 日（月）～ 日（金）

選 抜 期 日 年 ２ 月 ６ 日（金）

合 格 者 発 表 日 年 ２ 月 日（月）

選 抜 方 法 等 日本留学試験並びに本学で実施する学力検査等（次ページ）及び出願書類を総合し

て選考します。 

 

から 
２科目 

から 
２科目 
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本学で実施する学力検査等について

学
部 課程・学科等 検 査 科 目 等 

教 
 
育 
 
福 
 
祉 
 
科 
 
学 
 
部 

 学校教育課程 
 発達教育コース【注１】 
〈教育学，教育心理学，幼年教育選修〉 
 特別支援教育コース 
 教科教育コース【注１】 
〈国語，社会，数学，理科，技術，家庭科， 

    英語選修〉 
 情報社会文化課程 

 社会文化コース 
 情報教育コース 

 人間福祉科学課程 
 社会福祉コース 
 心理健康福祉コース 
〈心理分野〉 
 生活環境福祉コース 
〈生活分野，環境分野〉 

 
小論文 
面 接 

 

 学校教育課程 
 教科教育コース【注１】 
〈音楽，美術，保健体育選修〉 

 情報社会文化課程 
 総合表現コース 

 人間福祉科学課程 
 心理健康福祉コース 
〈スポーツ・健康分野〉 

小論文 
面 接 
簡単な実技検査 

経 
済 
学 
部 

 経済学科 
 経営システム学科 
 地域システム学科 

数学又は英語から１教科 
｢数学Ⅰ・数学Ⅱ｣ 
｢英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング｣ 

小論文 
面 接 

工 
 
学 
 
部 

 機械・エネルギーシステム工学科 
 電気電子工学科 
  

理 科 ｢物理基礎・物理｣ 
英 語 ｢リーディング・ライティング｣ 
数 学 ｢数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ｣ 
※数学Ａの出題範囲：場合の数と確率，図形の性質 
※数学Ｂの出題範囲：数列，ベクトル 
面 接 

知能情報システム工学科 
 応用化学科 
 福祉環境工学科【注２】 
 

理 科 ｢物理基礎・物理｣ ｢化学基礎・化学｣から１

科目 
英 語 ｢リーディング・ライティング｣ 
数 学 ｢数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ｣ 
※数学Ａの出題範囲：場合の数と確率，図形の性質 
※数学Ｂの出題範囲：数列，ベクトル 
面 接 

【注１】発達教育コース，教科教育コースの各選修への振り分けは，本人の希望と１年生前学期における成績 
をもとに，１年生後学期から各選修への所属を決定します。 

【注２】工学部福祉環境工学科には，建築コースとメカトロニクスコースの２コースがあります。 
合格者は，志願時に希望したコースに所属して学びます。 
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４．障がいのある者等の事前相談 
障がいを有する等，受験上及び修学上の配慮を必要とする可能性がある入学志願者については，下記

要領で申し出てください。 
（１）申出期限 

募集要項にて公表します。ただし，期限後に不慮の事故等により障がいのある状態になったとき

には，その時点ですみやかに申し出てください。 
（２）申出方法 

申請書（健康診断書等必要書類添付）を提出し，必要な場合は，本学において，志願者本人また

はその立場を代弁しうる関係者等との面談を行います。 
（３）申 出 先 

〒870-1192 大分市大字旦野原 番地 
大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471 

 

５．震災により被災した者，または震災や福島原子力発電所事故により転学

等をした者の事前相談 
東日本大震災により被災した入学志願者，または震災や福島原子力発電所事故により転学等をした

入学志願者で，本学の受験に際し特別な措置が必要な者及び修学上特別な配慮が必要な者は，下記要

領で申し出てください。

（１）申出期限

募集要項及び本学ホームページにて公表します。 
（２）申出方法

志願者本人またはその立場を代弁しうる関係者等から，直接または電話により申し出てくださ

い。

（３）申 出 先

〒870-1192 大分市大字旦野原 番地

大分大学学生支援部入試課 TEL 097-554-7471

なお，東日本大震災に関する入試情報については，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/
に詳細を掲載しています。

 

６．入試過去問題の使用について 
大分大学は，「入試過去問題活用宣言」に参加を表明しています。ただし，出題科目である「数学」

と「小論文」並びに教育福祉科学部の「生活認識を問う問題」は参加しません。 
（１）本学のアドミッション・ポリシーを実現するため，必要と認める範囲で「入試過去問題活用宣 

言」に参加している大学で過去に出された問題を使用して出題することがあります。 
なお，過去問題は必ず使用するとは限りません。 

（２）入試過去問題を使用して出題する場合は，そのまま使用することも，一部改変することもあり 
ます。また，入試過去問題を使用した場合は，入学試験終了後，受験者に分かる形で使用過去問 
題を公表します。 

（３）「入試過去問題活用宣言」の詳細及び参加大学の一覧は，次のホームページにて公表していま

す。http://www.nyushikakomon.jp/ 
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平成26年度一般入試合格者の成績

【前期日程】

学　　部 課程・学科(コース･分野) 募集人員 合格者数 満点 最高点 最低点 平均点

学校教育課程

  発達教育コース

  特別支援教育コース

  教科教育コース

情報社会文化課程

  社会文化コース

  情報教育コース

  総合表現コース

人間福祉科学課程

  社会福祉コース

  心理健康福祉コース

    （心理分野）

    （スポーツ･健康分野）

  生活環境福祉コース

    （生活分野）

    （環境分野）

経済学科

経営システム学科

地域システム学科

医学科

看護学科

機械･エネルギーシステム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科 建築コース

福祉環境工学科 メカトロニクスコース

【後期日程】

学　　部 課程・学科(コース･分野) 募集人員 合格者数 満点 最高点 最低点 平均点

学校教育課程

  発達教育コース

  特別支援教育コース

  教科教育コース

情報社会文化課程

  社会文化コース

  情報教育コース

  総合表現コース

人間福祉科学課程

  社会福祉コース

  心理健康福祉コース

    （心理分野）

    （スポーツ･健康分野）

  生活環境福祉コース

    （生活分野）

    （環境分野）

経済学科

経営システム学科

地域システム学科

医学科 － － － － － －

看護学科

機械･エネルギーシステム工学科

電気電子工学科

知能情報システム工学科

応用化学科

福祉環境工学科 建築コース

福祉環境工学科 メカトロニクスコース

※　　追加合格者は除く。
※　　合格者10人未満の場合は，平均点のみ開示。
※　　合格者が5人以下の場合は，個人情報となるので不開示。

教育福祉科学部

経 済 学 部

医 学 部

工 学 部

医 学 部

工 学 部

教育福祉科学部

経 済 学 部
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８．平成 年度入学者選抜方法について－予告－

学習指導要領の改訂に伴う平成 年度入学者選抜（一般入試）における大学入試センタ

ー試験の利用教科・科目及び個別学力検査等の出題教科・科目の平成 年度との変更点は

次のとおりです。 
なお，現時点（平成 年７月）での内容であり，今後，変更する可能性もありますので，

本学からの発表について，ご注意願います。 
 
大学入試センター試験で本学が指定する教科・科目

平成 年度大学入試センター試験の数学の出題科目から「工業数理基礎」が除かれたこ

とから，大学入試センター試験で本学が指定する教科・科目から「工業数理基礎」を除き

ます。なお，「旧教育課程履修者に対する経過措置に係る科目」としての「工業数理基礎」

の取扱いについては，後日，本学ホームページにてお知らせします。 
 
個別学力検査の出題科目名等

（１）国語

教育福祉科学部

個別学力検査 
教科等 科目名等 
国語 〔国語総合〕 

 
（２）英語

教育福祉科学部

個別学力検査 
教科等 科目名等 
英語 〔英語〕（コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語

Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ） 
 

経済学部

個別学力検査 
教科等 科目名等 
英語 〔英語〕（コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語

Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ） 
 

医学部

個別学力検査 
教科等 科目名等 
英語 〔英語〕（コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語

Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ） 
 
※ 旧教育課程で学習した受験者に不利益が生じることがないよう配慮します。 
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９．募集要項の請求方法
各入試に出願するためには，願書が同封された募集要項が必要です。 
募集要項の請求方法には，（１）インターネットで請求，（２）大分大学に郵送で請求，（３）大分大

学学生支援部入試課の窓口で受領，（４）電話（テレメール）で請求の４つの方法があります。 
なお，（１）インターネットで請求及び（４）電話（テレメール）で請求の募集要項の送付状況等に

ついての問い合わせは，大分大学では対応できませんので，それぞれの問い合わせ先に電話をしてく

ださい。 

募集要項等 公表 
予定時期 

一般入試学生募集要項 月上旬

推薦入試学生募集要項 月上旬

経済学部ＡＯ入試学生募集要項 ６月中旬 
医学部医学科ＡＯ入試学生募集要項 ６月中旬 
特別入試学生募集要項 
（帰国子女・中国引揚者等子女・社会人・私費外国人留学生入試） 
※医学部看護学科社会人入試を除く 

月上旬

医学部看護学科社会人入試学生募集要項 ６月下旬 
大学案内（受験者向けパンフレット） ６月下旬 

※医学部看護学科社会人入試学生募集要項については，インターネット及び電話（テレメール）で

の請求ができません。 
 
（１）インターネットで請求

次の２つのサービスのいずれかを利用して，募集要項を請求することができます。パソコンから下

記ＵＲＬにアクセスするか，携帯電話・スマートフォンで下記バーコードを読み取ってそれぞれのサ

イトにアクセスして，請求をしてください。なお，請求方法の詳細は，各サイトの指示に従ってくだ

さい。 

 パソコンから請求 携帯電話・スマートフ
ォンから請求 

テレメール

http://telemail.jp  

※資料請求番号は， ページを参照してください。 
※テレメールでの資料請求に関するお問い合わせ先 
テレメールカスタマーセンター TEL 050-8601-0102（9:30～18:00） 

モバっちょ
http://djc-mb.jp/oita-u3/ 

※モバっちょでの資料請求に関するお問い合わせ先 
TEL 050-3540-5005 （平日 10：00～18：00） 

※本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/06nyushi/05shiryo.html）にアクセスし，各サービ

スのボタンをクリックして，各サイトに移動することもできます。 
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（２）大分大学に郵送で請求

募集要項を郵送する際に必要な郵便料金分（下記【郵便料金一覧】参照）の切手を貼り，申込者の

郵便番号，住所，氏名を記入した角形２号の返信用封筒を，本学への往信用封筒に同封し，下記の請

求先住所に郵送で請求してください。 
往信用封筒の表には，「一般入試学生募集要項請求」，「推薦入試学生募集要項請求」等の請求する

資料名を正確に朱書きするとともに，連絡のつく電話番号を同封してください。（資料名が不明確な

場合，配布開始前の場合，返信用封筒の切手が不足する場合等のお問い合わせに利用します。） 
※往信用封筒の大きさは，返信用封筒が入ればどのような大きさでもかまいません。 
※郵送での請求の場合，原則として本学に返信用封筒が到着した翌日の発送となります。 

 

請求先住所 
〒870-1192 

大分市大字旦野原 番 
大分大学学生支援部入試課 宛 

 
【郵便料金一覧】 

募集要項等 普通料金（円） 速達料金（円）

一般入試学生募集要項

一般入試学生募集要項＋大学案内

推薦入試学生募集要項

経済学部ＡＯ入試学生募集要項

医学部医学科ＡＯ入試学生募集要項

特別入試学生募集要項（帰国子女・中国引揚者等子女・社会人・

私費外国人留学生入試）

医学部看護学科社会人入試学生募集要項

大学案内（受験者向けパンフレット）

 
（３）大分大学学生支援部入試課の窓口で受領

学生支援部入試課の窓口で募集要項の配布を行っています。 
（１）配布場所 大分大学学生支援部入試課（大分市大字旦野原 番地） 
（２）配布時間 8：30～17：15（土日，祝日，夏季一斉休業期間，年末年始休業期間を除く。） 
（３）問い合わせ先 TEL 097-554-7519 

 
（４）電話（テレメール）で請求

テレメールのサービスを利用して，自動音声応答電話で募集要項及び大学案内を請求することがで

きます。 
IP 電話 050-8601-0101 
※請求方法は，音声ガイダンスに従ってください。 
 

資料名 資料請求番号 
一般入試学生募集要項 587852 
一般入試学生募集要項＋大学案内 547952 
推薦入試学生募集要項 587862 
経済学部ＡＯ入試学生募集要項 547972 
医学部医学科ＡＯ入試学生募集要項 547992 
特別入試学生募集要項（帰国子女・中国引揚者等子女・

社会人・私費外国人留学生入試） 564982 

大学案内（受験者向けパンフレット） 587882 
※テレメールでの資料請求に関するお問い合わせ先 
テレメールカスタマーセンター TEL：050-8601-0102（9:30～18:00） 

 
○ 募集要項請求に関する問い合わせ先

大分大学学生支援部入試課 
TEL 097-554-7519 
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